





















































































































































6) S. P. Huntington, The Clash of Civilz"zation and the Remaking of World Order, Georges 







































































賛 成 どちらカ＝と どちらカ〉と 反 対 合計
いえば賛成 いえば反対 % N 
M 33.3 28.9 37.8 100.0 45 
A大 F 2.2 15.6 40.0 42.2 100.0 45 
T 1.1 24.4 34.4 40.0 100.0 90 
M 1.9 38.5 35.6 24.0 100.0 104 
B大 F 24.1 37.9 37.9 100.0 29 
T 1.5 35.5 36.1 27.1 100.0 133 
C大 F 3.8 38.5 30.8 26.9 100.0 78 
M 13.0 37.0 35.2 14.8 100.0 54 
D大 F 1.4 11.6 36.2 50.7 100.0 69 
T 6.5 22.8 35.8 35.0 100.0 123 
M 5.4 21.6 40.5 32.4 100.0 37 
E大 F 7.6 39.7 52.7 100.0 131 
T 1.2 10.7 39.9 48.2 100.0 168 
表2 望ましい家族像
父親威厳・ 父母とも仕 父親仕事・ 父母とも暖 l仁』:J 計
母親従順 事・趣味に 母親家庭 かい家庭づ
熱心 くり % N 
M 6.8 40.9 9.1 43.2 100.0 44 
A大 F 4.5 45.5 4.5 45.5 100.0 44 
T 5.7 43.2 6.8 44.3 100.0 88 
M 8.4 35.5 9.3 46.7 100.0 107 
B大 F 3.7 29.6 66.7 100.0 27 
T 7.4 34.3 7.4 50.8 100.0 134 
C大 F 7.7 39.5 13.2 39.5 100.0 78 
M 27.3 25.5 14.5 32.7 100.0 55 
D大 F 8.7 37.7 8.7 44.9 100.0 69 
T 16.9 32.3 11.3 39.5 100.0 124 
M 7.9 26.3 65.8 100.0 38 
E大 F 5.4 32.6 1.6 60.5 100.0 129 


































どのような 自分の生活 なるべく親 一切親自身 そのイ也 合計
ことをして に応じて養 自身の力・ の力・社会
でも養う フ 社会保障 保障 % N 
M 23.9 54.3 17.4 4.3 100.0 46 
A大 F 15.6 51.1 20.0 13.3 100.0 45 
T 19.8 52.7 18.7 8.8 100.0 91 
乱f 13.1 65.4 16.8 2.8 1.9 100.0 107 
B大 F 13.8 72.4 10.3 3.4 100.0 29 
T 13.2 66.9 15.4 2.9 1.5 100.0 136 
C大 F 23.1 61.5 12.8 2.6 100.0 78 
M 52.7 32.7 5.5 9.1 100.0 55 
D大 F 24.6 62.3 4.3 2.9 5.8 100.0 69 
T 37.1 49.2 4.8 1.6 7.3 100.0 124 
M 89.5 7.9 2.6 100.0 38 
E大 F 86.3 13.0 0.8 100.0 131 
T 87.0 11.8 0.6 0.8 100.0 169 
表4 先祖とのつながり
思 つ 思わない どちらとも わからない
」仁ふ1き口lj. 
いえない % N 
乱f 13.0 47.8 28.2 10.9 100.0 46 
A大 F 8.9 37.8 40.0 13.3 100.0 45 
T 11.0 42.9 34.1 12.1 100.0 91 
M 17.5 41. 7 30.1 10. 7 100.0 103 
B大 F 13.8 41.4 24.1 20.7 100.0 29 
T 16.7 41. 7 28.8 12.9 100.0 132 
C大 F 11.5 37.2 25.6 25.6 100.0 78 
M 41.8 25.5 16.4 16.4 100.0 55 
D大 F 11.9 58.2 9.1 32.8 100.0 67 
T 25.4 37.7 11.5 25.4 100.0 122 
M 54.1 2.7 29.7 13.5 100.0 37 
E大 F 33.6 8.8 45.6 12.0 100.0 125 

































































すべき したほうが しなくても しないほう わからない 」仁1-きロr 
よし3 よい カヨよい % N 
M 6.5 45.7 30.4 17.4 100.0 46 
A大 F 8.9 40.0 35.6 2.2 13.3 100.0 45 
T 7.7 42.9 33.0 1.1 15.4 100.0 91 
M 10.7 53.4 25.2 10.7 100.0 103 
B大 F 6.9 48.3 37.9 6.9 100.0 29 
T 9.8 52.3 28.0 9.8 100.0 132 
C大 F 14.1 56.4 21.8 1. 3 6.4 100.0 78 
M 21.8 49.1 27.3 1.8 100.0 55 
D大 F 7.2 44.9 34.8 7.2 5.8 100.0 69 
T 13.7 46.8 31.5 4.0 4.0 100.0 124 
M 48.6 21.6 21.6 8.1 100.0 37 
E大 F 23.1 41.5 27.7 4.6 3.1 100.0 130 
T 28.7 37.1 26.3 5.4 2.4 100.0 167 
表6 離婚観
すべきでな 子どもがい こどもの有 愛情なくな 合計
しユ なければよ 無にかかわ れば離婚す
し〉 らずよい べき % N 
M 6.5 34.8 37.0 21. 7 100.0 46 
A大 F 2.2 22.2 62.2 13.3 100.0 45 
T 4.4 28.6 49.5 17.6 100.0 91 
乱f 2.9 39.8 43.7 13.6 100.0 103 
B大 F 20.7 65.5 13.8 100.0 29 
T 2.3 35.6 48.5 13.6 100.0 132 
C大 F 5.1 29.5 55.1 10.3 100.0 78 
乱f 16.4 32.7 36.4 14.5 100.0 55 
D大 F 7.5 19.4 58.2 14.9 100.0 67 
T 11.5 25.4 48.4 14.8 100.0 122 
M 5.6 30.6 63.9 100.0 36 
E大 F 0.8 8.5 38.0 52.7 100.0 129 

































すべきで 結婚の約 深く愛し 結婚・愛 その f也 わからな 合計
ない 束があれ 合ってい と関係な し〉
ばよい ればよい くよい % N 
M 2.2 2.2 60.0 31.1 4.4 100.0 45 
A大 F 2.2 6.7 71.1 11.1 2.2 6.7 100.0 45 
T 2.2 4.4 65.6 21.1 1.1 5.6 100.0 90 
M 2.9 3.9 70.9 16.5 5.8 100.0 103 
B大 F 3.4 86.2 6.9 3.4 100.0 29 
T 2.3 3.8 74.2 14.4 5.3 100.0 132 
C大 F 3.9 3.9 76.6 9.1 1.3 7.6 100.0 77 
M 7.3 29.1 43.6 14.5 5.5 100.0 55 
D大 F 34.8 14.5 34.8 8.7 7.2 100.0 69 
T 22.6 21.0 38.7 11.3 6.5 100.0 124 
M 13.2 5.3 57.9 13.2 2.6 7.9 100.0 38 
E大 F 40.6 3.1 39.1 5.5 3.9 7.8 100.0 128 
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「結婚までは処女を守ることが当然」とする儒教的規範（禁欲倫理）が女性（特に郡
部出身者）に根強く残っていることによるのではないかと思われる。
以上のように、男女観に関しては、項目ごとで大きな差異が認められた（国別およ
び性別とも）。伝統的儒教規範からの解放度の高さで見ると、結婚観および結婚前の
性関係については日本、韓国、中国の順に高く、離婚観については中園、日本、韓国
の順に高かった。また、それを性別で見ると、結婚観に関しては三国とも男性より女
性の方が、離婚観に関しては日本・韓国で男性より女性の方が、中国に関しては女性
より男性の方が、結婚前の性関係に関しては三国ともほぼ女性より男d性の方が高かっ
たといえる。
5. まとめ
日・韓・中は同じ儒教文化圏に所属しているが、三国の大学生の聞にそれぞれ異
なった意識構造が存在していることが認められた（もちろん共通性も存在するが）。
この異質性は、単に大学生間の相違であるというよりも、むしろ三国の文化的・歴史
的相違を反映したものと理解した方がよいのではないかと思われる。この調査の分析
結果から全般的に次のようなことがいえるのではないか。①近代化をいち早く達成し
た日本では、他の二国と比較して儒教的な倫理的・道徳的価値観がより希薄である。
他方で、「合理的技術主義と大衆的平等主義という、近代社会の価値観の極端に肥大
化したもの」としてのアメリカニズムを、日本社会は深く自己の中に取り込んでいっ
た結果、「アメリカ的なるものJ が日本の大学生の中にも深く浸透し、それが意識の
面にも反映している。②韓国は、 1960年以降の経済的近代化によって、また最近の韓
国政府の世界化政策によって、伝統的な儒教中心体制から西洋的な近代的体制へと大
きく変化していったが、徹底した孔子と儒教に対する批判を行わなかったこともあっ
て、依然として儒教的思想体制に基づく倫理的・道徳的価値観が残存している。韓国
の大学生の意識にも伝統的な価値観と西洋近代的な価値観とが混在していて、その狭
間で葛藤を起こしているように思われる。③中国では、文化大革命の終駕によって一
元的社会が終意し、 1970年代末からの改革・開放政策が大学生の意識や価値観に大き
な影響を与えたと考えられる。それは、マルクス・レーニン主義、毛沢東思想、からの
解放と、アメリカの価値観の受容・摂取による価値意識の面での多様化の浸透を意味
する。
